
て
4
カ
所
の
来
利
用
県
有
地

に
つ
い
て
も
早
期
に
産
業
団

主

一地
盤
備
を
実
現
す
る
こ
と
を

3
一要
望
し
て
い
る
。
一
の
産
業
団
地
開
発
候
補
地
を

一
産
業
団
地
の
企
業
用
地
が
ほ

一
地
を
造
成
す
る
こ
と
と
し

一

市
で
は
、
平
成
四
年
度
に
一
選
定
。
市
の
都
市
計
画
マ
ス

一
ぼ
分
譲
済
み
の
中
で
、
新
規

一
た
。
広
島
県
が
土
地
(
未
利
用

一
産
業
団
地
適
地
調
査
を
実
施
一
タ
l
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
二
企
業
立
地
の
受
け
皿
と
し
て

一地
)
の
提
供
害
行
い
、
市
が
造

一
し
、
地
勢
条
件
や
交
通
・イ
ン
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
に

一
企
業
用
地
を
確
保
す
る
た

一成
工
事
等
を
施
工
し
、
完
成

仲
一
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「塗るだけ」ではく落防止

工程短縮で最大30%コスト減

日
本
ペ
イ
ン
ト
販
売
が

開
発
し
た
、
塗
る
だ
け
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
片
の
剥
落
を

防
止
で
き
る
剥
落
防
止
シ

ス
テ
ム

『タ
フ
ガ
l
ド
Q

|

東広i

早
期
に
産
業
団
地
整
備
を

R
工
法
』
が
、
そ
の
優
れ
た

施
工
性
・
工
期
短
縮
効
果
や

昨
今
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
補
修
に
対
す
る
社
会

的
ニ
l
ズ
の
商
ま
り
な
ど

か
ら
注
目
を
集
め
て
い
る
。

塩
害
・
中
性
化
・
A
S
R

や
酸
性
雨
な
ど
で
コ
ン
ク

リ
ー
ト
抑
造
物
が
劣
化
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
等
が
剥

落
・落
下
す
る
事
故
は
全
国

各
地
で
発
生
し
て
お
り
、
対

策
工
法
と
し
て
は
速
続
繊

維
シ

l
ト
を
有
機
樹
脂
で

包
合

・
積
回
し
、
落
下
を
防

止
す
る
繊
維
シ
l
ト
工
法

が
主
慌
た
が
、
工
程
が
多
い

た
め
に
工
期
が
長
く
な
る

こ
と
や
、
複
雑
な
形
状
の
箇

所
や
狭
小
部
で
の
施
工
が

)
 -( 

タ
フ
ガ
ー
ド
Q
I
R

塗膜の磁断は認められる
(迎続シートで落下を防止)
いずれも3日間変位状況

制
強
シ
E
ト
エ
濡
(ヱ
ボ
キ
シ
}

難
し
い
こ
と
な
ど
の
課
題

が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

『
タ
フ
ガ
ー
ド
Q

R

工

法
』
は
、
従
来
工
法
の
よ
う

に
繊
維
シ
l
ト
に
頼
ら
ず
、

厚
膜
柔
軟
形
(
伸
張
率
河
川

%
)
の
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂

の
み
で
耐
荷
量
一性
能
・変
形

追
従
性
能
を
満
足
、
洛
下
を

防
止
で
き
る
こ
と
が
最
大

の
特
徴
で
、
施
工
は
紫
地
調

整
、
プ
ラ
イ
マ
l
、
中
塗
り
、

上
塗
り
の
4
工
程
で
完
了
。

従
来
工
法
よ
り
も
工
程
・
工

期
を
短
縮
で
き
る
こ
と
か

ら
段
大
切
%
(
同
社
試
算
)

の
工
事
コ
ス
ト
低
減
が
可

能
に
な
る
ほ
か
、
こ
て
や
ロ

ー
ラ
ー
で
「
塗
る
だ
け
」
で

あ
る
た
め
施
工
性
も
高
く
、

使
用
す
る
樹
脂
塗
料
は
優

れ
た
速
乾
性
、
防
食
性
も
備

え
て
お
り
、
無
溶
剤
で
環
境

に
も
配
慮
し
て
い
る
。

同
工
法
は
平
成
四
年
に

N
E
T
-
s登
録

(
K
K

0
4
0
0
5
4
|
V
)
さ

れ
、
墓
思
・大
阪
・名
古
屋
な

ど
の
大
都
市
圏
の
橋
梁
補

修
工
事
を
中
心
に
お
年
度

末
ま
で
に
約
3
5
0件
(
約

辺
万
ぱ
)
の
施
工
実
鍛
を
あ

げ
て
お
り
、
中
園
地
方
で
も

鳥
取
県
な
ど
で
す
で
に
実

紛
が
あ
る
。

日
本
ペ
イ
ン
ト
販
売
顧

客
推
進
本
部
関
東
鉄
構
蛍

業
部
の
中
丸
大
姉
係
長
は
、

「高
齢
化
し
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
梢
造
物
を
適
切
に
維
持

管
理
し
、
長
期
的
に
使
用
す

る
た
め
に
は
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
が
童
要
に
な
る
。
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
方
法
と
し
て
同
工

法
の
採
用
は
培
え
て
お
り
、

今
年
度
は
全
国
で
7
・
5
万

ぱ
の
施
工
を
見
込
ん
で
い

る
」と
話
す
。

な
お
、
同
工
法
は
品
質
向

上
の
た
め
、
工
法
協
会
に
よ

る
民
任
施
工
方
式
を
採
用
。

中
園
地
方
に
お
け
る
窓
口

は
福
徳
技
研
(
広
島
市
中
区

東
千
田
町
2

3
|
初、
侶

話
0
8
2
1
2
4
3
1
5

5
3
5
)
、
三
奥
塗
料
広
島

営
業
所
(
安
芸
郡
海
田
町
月

見
町
3
|
初、
電
話
0
8
2

8
2
2
5
0
6
9)ら

が
担
当
し
て
い
る
。

条
バ
イ
パ
ス
北
側
で
、
開
発

予
定
面
積
を
約
加
国
、
分
議

予
定
面
積
を
約

7
h
と
す

る
。
総
事
業
費
は
約
幻
億
円

で
、
平
成
お
年
度
を
メ
ド
に

盤
備
す
る
。
M
年
度
で
は
、

6

2
5
0
万
円
を
予
算
化
し
、

所
は
、
福
宮
地
区
(
開
発
面
積

幻
・
6
M、分
譲
面
積
立・

5

M
)
、人
野
地
区
(
お

・
5
M、

日
・
O
M
)
、
元
兼
地
区
(
出

・

4
M、口
・
3
M
)
、
大
仙
地
区

(
2
3
1
・
1
M、
未
確
定
)
。

検
討
委
で
方
向
性
議
論

附

市
民
病
院
の
病
棟
耐
震
化
な
ど
笠

【福
山】
笠
岡
市
は
、
市
立

市
民
病
院
(
笠
岡
5
6
2
8

-
)
の
耐
震
化
を
合
め
た

今
後
の
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
今
年
度
中
に
基
本
計

画
を
ま
と
め
る
予
定
に
し
て

い
る
。
病
棟
等
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
市
が
秋
に
も
設

位
を
予
定
す
る

「病
院
あ
り

方
検
討
委
員
会
」
で
鞍
論
さ

れ
る
見
通
し
。
市
民
な
ど
を

交
え
る
委
員
会
で
は
、
自
治

体
病
院
と
し
て
の
適
正
規
僚

や
医
療
機
能
な
ど
を
検
証
し

た
-2え
で
、
今
後
の
病
院
運

現
在
の
笠
岡
市
立
市
民
病
院

営
の
方
向
性
を
定
め
る
。

市
民
病
院
は
、
現
在
、約
1

万
2
5
0
0
dの
敷
地
内
に

本
館

(
R
F造
4
階
連
延
べ
4

3
3
7
・
M
M
d、
昭
和
初
年
竣

工
)
を
は
じ
め
、
増
築
し
た
A

棟

(
R
C造
4
階
建
延
べ
3
6

7
5
b
d、
昭
和
同
年
竣
工
)
、

B
棟
(
R
C造
2
階
建
延
べ
8

0
6
・
9
d、同)、
C
棟
(
R
C

造
3
階
建
延
べ

1
8
3
0
・

9
d
、
同
)
の
4
棟
で
構
成
す

る
。
駐
車
台
数
は
1
3
0台。

市
で
は
、
平
成

n年
度
に
4

棟
を
対
象
に
耐
震
診
断
を
実

施
。
診
断
の
結
果
に
つ

い
て
病
院
側
で
は
、
す
べ

て
の
棟
が
耐
震
持
準
を

満
た
し
て
い
な
い
た

め
、
現
段
階
で
は
改
築

及
び
補
強
工
事
の
対
策

が
必
要
だ
と
し
て
い

る
。
耐
震
診
断
業
務
は
、

あ
い
殴
計
が
受
託
し
、

結
果
を
ま
と
め
た
。

ま
た
、
昨
年
度
末
に

は
、
随
意
契
約
で
自
治

「
(
仮
称
)
大
和
小
学
校
」
(
大

和
町
大
具
2
3
6
2
1
)

に
、
プ
ー
ル
の
新
設
を
計
函
。

元
民
建
築
設
計
事
務
所
で
実

施
設
計
に
着
手
し
た
。
履
行

期
限
は
叩
月
日
日
ま
で
。

設

計
完
了
後
、
年
内
に
も
抽出
工

体
病
院
の
建
設
・
経
醤
に
関

す
る
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
自
治
体
病
院
共
済
会

(東

京
都
千
代
田
区
、
中
村
議
弘

社
長
)
に
業
務
委
託
し
、
取
り

巻
く
現
状
や
問
題
点
、
課
題

な
ど
を
示
す
基
礎
調
査
報
告

官
を
ま
と
め
た
。
検
討
委
で

は
、
こ
の
基
礎
調
査
報
告
岱

な
ど
を
基
に
議
論
を
深
め
、

そ
の
過
程
で
耐
震
他
の
方
向

性
が
示
さ
れ
る
も
よ
う
だ
。

な
お
、
今
年
度
は
、
関
連
経

費
と
し
て
市
民
病
院
基
本
計

画
委
託
糾
5
0
0万
円
が
予

算
化
さ
れ
て
お
り
、
随
意
契

約
で
自
治
体
病
院
共
済
会
に

業
務
委
託
済
み
。
契
約
金
額

は
朗
ら
か
に
し
て
い
な
い
。

笠
岡
市
立
市
民
病
院
は
、

昭
和
泊
年
に
現
在
地
に
移
転

し
、
以
来
、
増
改
築
工
事
等
を

霊
ね
て
い
る
。
現
状
は
、
一
般

病
床
数
1
6
0床
、
療
相虫
病

床
出
床

(
う
ち
介
護
ロ
床
)
、

ロ
診
療
料
自
(
内
糾
、
外
糾
、

消
化
器
内
糾
、
消
化
器
外
糾
、

整
形
外
斜
、皮
膚
糾
、
泌
尿
器

判明、産
婦
人
判
明
、
眼
糾
、
小
児

税
、
耳
鼻
岡
喉
斜
、
放
射
線

判
明
)
で
運
営
す
る
。

同
小
は
、
市
が
広
島
県
か

ら
取
得
し
た
旧
大
和
高
校
の

跡
地
等
を
活
用
し
、

大
和
地

区
の
5
小
学
校
(神
田
、
神
田

東
、
和
木
、
大
革
、
槌
梨
)
を
統

合
。新
殴
プ
l
ル
は
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
南
側
に
建
股
す
る
。

計
画
で
は
、

F
R
P製

m

m
プ
l
ル
(
5
コl
ス)、

F

R
P製
小
プ
ー
ル
(
臼
m
X

4
m
)
の
ほ
か
、
更
衣
室

・
便

所・
倉
庫
・
機
械
室
等
が
入
る

管
理
棟

(
R
C造
平
屋
建
て

1
0
0
d未
満
)
を
整
備
。
工

翠会旦 ラ互謂 ~ ~同 室主主芝山 f寸

日
億
棚
万
円
七

社
会
福
祉
施
設
等7 

厚
生
労
働
省
は
、
平
成
M

年
度
社
会
福
祉
施
設
等
施
設

盤
備
賀
補
助
金
を
内
一
部
(
一

般
会
計
分
)
し
た
。

今
回
の
内
示
分
は
、
障
害

1
l

者
関
係
施
設
合
計
2
5
5カ

所
(
共
同
生
活
介
殴
・援
助
1

8
4
カ
所
、
多
機
能
型
四
カ

所
、
就
労
幾
制
支
援
B
型
日
カ

所
、
生
活
介
磁
ロ
カ
所
ほ
か
)
、

日
惚
8
2
9
9万
7
0
0
0

円
。
都
道
府
県
計
制
偲
9
1

7
8万
7
0
0
0円
、
指
定

都
市
制
6
偲
7
0
3
9万
6

0
0
0円
、
中
核
市
計
叩
偲

2
0
8
1万
3
0
0
0円。

中
園
地
区
関
連
分
の
内
示

額
は
次
の
通
り
。

マ
鳥
取
県
H
5件、

7
3

1
1万
円

2 ーコ


